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2015 年より遮蔽材料の標準の策定作業を行っている。これまで過去 2 回の大会[1][2]にてその検討結果の一

部を発表してきた。今回は策定作業の現状を報告すると共に、現状での位置と今後の検討課題を明確にし、

今後の策定作業を展望する。 
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1. 緒言 

原子炉や放射線利用施設での遮蔽評価に当たって、標準値の策定作業を進めているが、まずは遮蔽コン

クリートの標準材料組成についての検討を行っている。建設材料としてのコンクリートは地産地消的観点

から、一般に品質管理に重点をおいた規定が存在する。しかし材料学的な意味での「標準コンクリート組

成」といった概念はほとんど見受けられない。そのため、遮蔽コンクリートの標準材料組成を策定するた

めには、標準となる基本的な考え方や標準策定の仕方などを明らかにする必要がある。 

2. コンクリートの遮蔽標準の策定の必要事項 

遮蔽標準のコンクリートを考えるに当たっては、

①材料毎－②元素毎－③酸化物毎 という３つの

形態を考慮する必要がある。Table１に既出平均的

コンクリートの３つの形態を示す。この表からも明

らかなように、標準となるコンクリート組成を提示

するためには、材料的な視点からコンクリート組成

を考えていく必要がある。そのためには、規定する

材料の決定⇒調合（材料毎の比率）⇒材料中の各素

材の使用割合⇒各素材中の元素組成のフローが必

要で、その上で水分量や密度について詰めていく必要がある。この考え方により材料学的な見地からの遮蔽

コンクリートの策定が可能となる。さらに、多様な素材に対応するためには広範な材料の調査も必要となる。 

3. 留意事項 

策定を進めるに当たっての留意点としては、標準組成の尤度や使用される場面毎の考慮などに加えて、

本標準の使われ方や過去の実データとの整合性、或いは海外データとの比較検討などを進めていく必要が

ある。これらを踏まえて今後標準化作業を進めていく予定である。 
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Table 1 平均コンクリート 2003[2]の 3 形態 
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